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新型コロナウイルス感染症対策に伴う

バドミントン活動ガイドライン

（バドミントン競技大会の実施にあたって）

沖縄県バドミントン協会
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１．基本的な考え方１．基本的な考え方１．基本的な考え方１．基本的な考え方

沖縄県が新型コロナウイルス感染症『緊急事態宣言』を発令している場合は、開催を

中止する。緊急事態宣言の解除後も沖縄県スポーツ協会や体育館の所管である市町村の

担当部署と協議の上、大会を開催する。

原則として参加者及び関係者の健康・安全の確保を最優先とし、大会規模は最新の発

表情報を随時確認しながら実施する。

２．大会開催への配慮及び準備に関する留意事項２．大会開催への配慮及び準備に関する留意事項２．大会開催への配慮及び準備に関する留意事項２．大会開催への配慮及び準備に関する留意事項

大会実施に際して従来の大会運営作業に加えて、会場内において参加者が密にならな

いようにすることや、飛沫防止対策などの感染症拡大防止対策を行い大会運営をする。

大会実施にあたり、別表１（当日に関する確認事項（大会関係者むけ））を利用する。

（１）大会関係者について（１）大会関係者について（１）大会関係者について（１）大会関係者について

大会関係者とは、選手だけでなく、チームスタッフ、大会スタッフ、大会カテゴ

リーによっては、保護者まで対象とする。

①選手及び指導者、大会スタッフ等の関係者の総数を想定して検討する。

②運営に関わる全てのスタッフの検温を事前に実施し、体調の確認を行う。

③大会関係者は、常時マスクを着用する。水分補給を促し、熱中症対策も講じる。

④状況により、観客（応援者）の入場を制限する。

（２）会場内で使用する物品の確認（２）会場内で使用する物品の確認（２）会場内で使用する物品の確認（２）会場内で使用する物品の確認

①感染拡大予防として、出入り口で使用する物品（消毒薬、マスク、検温器等）を

事前に確認し準備する。

②体育館内に入場する選手、関係者には、マスク着用と消毒や検温等をお願いする。

（３）式典等、運営の簡略化（３）式典等、運営の簡略化（３）式典等、運営の簡略化（３）式典等、運営の簡略化

①開閉会式は、参加者が密になるため、行わない。表彰式は、個別に行う。

②諸注意などの伝達事項は、館内放送や書面配布で行う。

（４）参加者への周知・留意事項（４）参加者への周知・留意事項（４）参加者への周知・留意事項（４）参加者への周知・留意事項

①大会参加前に必ず本協会のガイドラインを確認するよう呼びかけを行い、ガイド

ライン上の留意事項を遵守できない参加者には、他の参加者の安全確保の観点か

ら、参加取り消しや、途中退場等の措置を講ずる場合がある旨の周知を行う。
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（５）大会会場内に関する確認及び準備事項（５）大会会場内に関する確認及び準備事項（５）大会会場内に関する確認及び準備事項（５）大会会場内に関する確認及び準備事項

①体育館玄関のドアを常時、解放する。

②靴箱の利用を禁止する。（各自ビニール袋を準備させ、自己管理をさせる）

③トイレや洗面所にはポンプ型の石けんやアルコール等の手指消毒剤を用意する。

④トイレでの手指乾燥機は使用させない。

⑤更衣室の使用範囲を更衣のみとし、シャワー・ロッカーの使用を禁止する。

⑥体育館内は可能な限り窓を数１０㎝ほど開けて、カーテンは閉める。

⑦体育館の換気は窓とカーテンを開け数時間おきに行う。

⑧コートサイドには、選手が使用するカゴやドリンクケースを設置しない。

⑨コーチ席は１席、または設置しない。

⑩コートのモップ掛けは、ゲーム毎と試合終了後に行う。

（６）競技関係者及び競技中の確認事項（６）競技関係者及び競技中の確認事項（６）競技関係者及び競技中の確認事項（６）競技関係者及び競技中の確認事項

①受付時に、２週間分の健康状態確認シート（自宅で検温）を提出する。

②棄権時は、会場に行かず、メール及び電話等で連絡する。

③外履きは各自で準備した袋に入れ自分で管理し、靴箱を使用しない。

④試合やウォーミングアップ以外では、マスクを着用する。

⑤更衣室では、更衣のみとしシャワー・ロッカーの使用を禁止する。

⑥ウォーミングアップは距離を空けて行う。

⑦コートサイドには、選手が使用するカゴやドリンクケースを設置しないので、各

自バッグを持参し、コートサイドもしくは所定の場所に置き、ドリンクも各自の

バックに収容する。

⑧ラケット・タオル等の用具の貸し借りはしない。

⑨汗をコート内やコートサイドに投げない。また、シューズの裏を手で拭かない。

⑩意識的に試合中の声出しはしない。

⑪プレーヤー同士やコーチとハイタッチ等の接触を行わない。

⑫コーチングは一定の距離を保ち、必要最小限に短時間で行う。

⑬ゴミは全て持ち帰り自宅で処分する。

⑭試合開始時は、選手同士の握手は、行わない。

⑮コールは必要最小限とする。

⑯主審、サービスジャッジ、線審、得点係等は、マスクを着用する。

⑰線審は、指定の合図を行い、コールをしない。

⑱サービスジャッジは、違反の種類を示す指定の合図を行い、コールはしない。

⑲自身の試合・役割（敗者審判等）が終了したら、観戦や応援をせず、速やかに帰

宅する。

実施にあたり、別表２（当日に関する確認事項（選手向け））を使用する。
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（７）観客の管理（７）観客の管理（７）観客の管理（７）観客の管理

①観客の入場を認める場合には、マスクの着用を義務付けたうえで、出入口付近や

通路にアルコール等の手指消毒薬を設置し、観客同士が密な状態にならないよう

に、あらかじめ定員を設定し間隔を空けるなど配慮する。

②発熱者（３７．５度以上）の入場を禁止する。（入場時の検温を行う）

③観戦中の応援は、声援を不可とし、拍手や指定した鳴り物に限定する。

④会場内での諸注意等を事前に周知する。

⑤ゴミは各自持ち帰り自宅で処分する。

⑥無観客開催の場合については、大会運営規程に則り開催する。

（８）その他の留意事項（８）その他の留意事項（８）その他の留意事項（８）その他の留意事項

①大会関係者から感染者が発生した場合に備え、個人情報の取扱いに十分注意し、

大会当日に大会関係者から提出された書面や大会申し込み用紙を１ヶ月以上は保

管し、速やかに確認・提出可能な状態にする。

②大会終了後に、大会関係者から感染症を発症したとの報告があった場合の対応方

針について、あらかじめ検討しておく。



- 5 -

別表１

当日に関する確認事項（大会関係者向け）

□ マスクの適切な着用がされている

□ 会場の換気が適切に実施されている（定期的な換気または窓・ドアの開放）

□ 各所ドアの常時開放（ドアへの接触を防ぐため）

□ 靴箱の利用禁止（各自ビニール袋で自己管理）

□ 入場可能者の管理・チェック（特定できない人が入らない様にする）

□ 入場制限（当日周知掲示）

□

人と人が対面する場所（受付・本部席等）密にならないような工夫がされてい

る。

□

会場内で、咳など体調不良の症状がある人の巡回を行う（必要に応じて検温し、

帰宅してもらう）

□ 全てのゴミの持ち帰りの事前周知（場合によっては、ゴミ箱を撤去する）

□ 更衣室・洗面所など人数制限を行い、利用ルールが守られている

□ 各所に消毒剤が適切に準備・設置されている。

□ 施設の定期的な消毒（洗面台・観客席・手すり・机・椅子等）がされている

□ 筆記用具・得点板など共用品の定期的な消毒がされている

□

毎試合終了後、審判台・線審席・コーチ席等を消毒のうえ、コートにモップを

掛けて退場している。
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別表２

当日に関する確認事項（選手向け）

□ 外出前に健康状態確認シートは記入する（受付時に提出）

□

３７．５℃以上で、体調に異変を感じたときには参加を中止する（棄権の時は

会場に行かず、メール及び電話で伝える）

□ 外履きは袋に入れて自分の手元に置く（靴箱の使用はしない）

□ 観戦は、指定された場所や席、または距離を空けて行う

□ 待機時など試合以外はマスクを着用する

□ ウォーミングアップは、距離を空けて行う

□ 挨拶の際は十分な距離を取り、審判・選手と握手は行わない

□ 意識的に試合中の声出しはしない

□ コートサイドには、各自バッグ等を持参し、飲み物も各自のバッグに収容する

□ ラケット・タオル等の貸し借りをしない

□ 汗をコート・コートサイドに投げることは絶対にしない

□ シューズの裏を手で拭くことはしない

□ プレーヤーまたはコーチとハイタッチ等を行わない

□ コーチングは一定の距離を保った上で、必要最小限に短時間で行う

□ 更衣室では着替えのみとし、シャワー・ロッカーの使用はしない

□ 試合が終了したら、他の試合を観戦や応援をせずに速やかに帰宅する

□ 全てのゴミの持ち帰り、自宅で処分する


